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•実寸でオブジェクトが作成されている
• LODの検討が必要



３Dオブジェクトとデータ



全ての情報を
３Dオブジェクトの属性情報として

関連付けることが可能



材料の属性



従来図面（2次元）も３Dモデルの属性情報として扱える

従来（2次元） BIM/CIM（3次元）

上部工：鋼橋 約130m 下部工：逆Ｔ式橋台：2 基、橋脚3基

統合化された一つの３次元モデル

分割された何十枚の図面

動
画



LODのイメージ
３Dオブジェクトには縮尺の概念が無い

LODとは？
Level of Developmentの略、一般に詳細度といわれている

３Dモデルを形状、属性ともにどこまで作りこまれているかという目安である

ここでの説明では「３Dオブジェクト」という言葉は
３Dモデルのうち形状的部分を主に意識した言葉として使用している。

英国では
Level of Development（LOD)を

Level of Detail（LOD)   画像的（形状的）詳細度 と
Level of Information （LOI） 属性の詳細度 に分けている



データ連携に於けるLOD

•同程度のLODのデータ連携 等質のデータ、データの拡大

•異なるLODのデータ連携 階層的データ、概略から詳細



9

Ｈ２６年度 活動報告
③モデルのＬＯＤに関する検討

河川構造物における形状の検討事例（JACIC助成研究）



LODは利用目的によって決まる。

•利用目的は作業手順の明確化により得られる。



BIM/CIMの進展と積算業務

BIM/CIM
数量計算・・・体積(積分）、数量

施工計画・・・いくらでも詳細なシミュレーションが可能

一方

積算時点で不明な情報がある

細かい数量把握

詳細な施工シミュレーション
意味を持たない

積算に係る情報のLODを決める必要がある



ご苦労様でした
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